
　 ク モガタ 類（ 蛛形類、 ク モ形綱） は基本的に頭胸部と 腹部の2

部から なる 体と 、 6 対の付属肢（ 1 対の鋏角、 1 対の触肢、 4 対の

歩脚） を も つこ と を 特徴と する陸生の節足動物で（ 二次的に海産

と なっ たも のはある ）、 ク モ、 ザト ウムシ、 カ ニムシ、 サソ リ 、

ダニなどが含まれる。 島根県レ ッ ド データ ブッ ク ではこ れまでク

モ目し か調査対象に入っ ていなかっ たが、 今回新たにザト ウムシ

目を 対象に加えた。

１ ． 島根県のク モ相

　 島根県でこ れまでに生息が確認さ れている ク モ（ ク モ目） は、

4 5 科4 5 9 種である （ 鶴崎 2 0 2 6 ）。 こ の数は近隣4 県で記録さ れ

て いる 種数、 鳥取県4 5 7 種、 広島県4 2 3 種、 山口県3 1 2 種、 岡

山県6 3 6 種（ 新海ら  2 0 2 4 ） と 比べて も 遜色がな い。 た だ し 、

記録は一部の地域に偏っ ており 、 山地での調査や次に記すよ う に

隠岐諸島での調査はまっ たく 十分ではない。 今後さ ら なる 調査が

望まれる 。

　 隠岐諸島での既知種数を 景山（ 2 0 1 6 ） は1 8 2 種と し ている が

こ れは未公表記録を 多く 含むよ う で、 公表記録と し ては1 6 5 種、

島別で は島後1 4 0 種、 中ノ 島4 9 種、 西ノ 島4 9 種、 知夫里島1 4

種で、 島前の3 島での調査がと り わけ遅れている こ と がわかる 。

本土側の4 4 0 種を 合わせた種数面積関係で面積と 種数を 対数表

示にし たグラ フ で描かれる 直線の傾き を表すZ係数は0 .5 1 である

が（ 鶴崎 2 0 2 6 ）、 隠岐諸島での調査が進めばこ の数値はも っ と

小さ く なるであろ う 。

２ ． 選定種の概要

　 ク モに翅はないがバルーニン グ（ 腹部末端から 糸を 出し それを

上昇気流にのせて飛ぶ） と いう 長距離分散手段を も つ種が多く 、

ある 種がある 場所で見つかっ ても はたし てその種がそこ に定着し

ているのかどう かがはっ き り し ないも のが多い。 生息地の環境悪

化や個体数の増減を ある程度まで判定でき る種はコ ガネグモのよ

う な一部の大型種かト タ テグモ科やジグモ科などの地中営巣種や

移動力が低く 地理的分化が顕著な種（ ホラ ヒ メ グモ科、 ナミ ハグ

モ科、 ヤミ サラ グモ属） に限ら れる。 今回はこ れら の中から 、 イ

概説 ク モガタ 類

ソ コ モリ グモを絶滅危惧II類、キノ ボリ ト タ テグモと ワスレ ナグモ、

およびエンムスビヤミ サラ グモの3 種を準絶滅危惧種で選定し た。

3 ． 島根県のザト ウムシ相

　 ザト ウムシはおも に山地の森林内に生息する 一見ク モに似た動

物である。 ク モと は頭胸部と 腹部の間がく びれないこ と 、 眼が常

に2 個である こ と （ ク モでは8 個または6 個）、 糸を 出さ ないこ と

などで区別でき る。 本類は乾燥に弱く 森林を離れて生活でき ない

ため地理的分化の顕著な種が多い。

　 島根県ではザト ウムシは2 6 種（ 鶴崎 2 0 0 6 および鶴崎未発表）

が知ら れている。う ち本土側島根県2 4 種、隠岐諸島は1 3 種である。

隠岐諸島には本土側と は異なる 染色体数をも つ集団や地理的品種

が見ら れるが、 いまのと こ ろ隠岐諸島固有種は見つかっ ていない。

　 今回、 海岸または河川感潮域に生息が限ら れる ヒ ト ハリ ザト ウ

ムシ、 三瓶山が本県唯一の生息地と なっ ている ゴホント ゲザト ウ

ムシ、 ブナ帯に生息する が近年個体数の減少が著し いヒ ラ イ ワス

ベザト ウムシの3 種を準絶滅危惧で選定し た。

（ 鶴崎展巨）

参考文献

景山純孝（ 2 0 1 6 ） ク モ類. p p . 2 2 3 -2 2 9 . 島根県環境生活部景

観自然課（ 編） 改訂し ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク 2 0 1 4 動物編, 島

根県環境生活部景観自然課3 1 7  p p .

新海　 明　 安藤昭久　 谷川明男　 池田博明　 桑田隆生（ 2 0 2 4 ）

Ｃ Ｄ 日本のク モ v e r .2 0 2 4

鶴崎展巨（ 2 0 0 6 ） 島根県のザト ウムシ類： 種のリ スト と 地理変異. 

pp . 5 5 -7 2 . In :日本生物教育会島根大会実行委員会（ 編） 新島根

の生物.日本生物教育会島根大会実行委員会（ 出雲市） ,  2 7 4  pp .

Tsu ru sa k i, N ., Ta k a n a sh i, M ., N a g a se , N ., a n d  Sh ima d a , 

T .  (2 0 0 5 ) F a u n a  a n d  b io g e o g r a p h y  o f  h a r v e s tm e n 

(A ra c h n id a : Op il io n e s ) o f th e  Ok i Is la n d s , J a p a n . A c ta  

A ra chno log ica , 5 4 : 5 1 -6 3 .

鶴崎展巨（ 2 0 2 6 ） 島根県の真正ク モ 類（ ク モ ガタ 綱ク モ 目） . 

ホシザキグリ ーン財団研究報告, 2 9 : 1 7 3 -2 1 0 .

ク モ類掲載種一覧 計7 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ イ ソ コ モリ グモ 計1 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ ワスレ ナグモ ・ キノ ボリ ト タ テグモ ○エン ムスビヤミ サラ グモ

○ゴホン ト ゲザト ウムシ ○ヒ ト ハリ ザト ウムシ ○ヒ ラ イ ワスベザト ウムシ 計6 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 3 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 4 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）
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選定理由

　 規模の大き い砂浜海岸にのみ生息するが、 それら は概し て縮小傾向で

営巣数も 少ない。

概　 　 要

　 体長2 0 mm内外と 大型のコ モ リ グモで、 規模の大き い海浜に生息す

る。 コ モリ グモ科の種の多く は地表徘徊性で住居をつく ら ないが、 本種

は海浜植生の周囲の裸地や後浜の砂地に深さ 3 0 cmほど で直径約1 0 ー

1 5 mmの縦穴を 掘り 、 日中はその中に潜む。 巣穴入口は細い糸で かが

ら れるので他の海浜動物の巣穴と は区別でき る。 中にク モがいる巣穴の

入口は真円で、 こ れが真円でない巣穴は何ら かの理由でク モが不在で放

棄さ れた巣穴である。 メ スは卵のう と 孵化直後の幼ク モを 保護する が、

春に孵化し た幼ク モはじ き に自力で巣穴をつく るので、 巣穴が多く みら

れるのは5 月頃である。 夏季には日中は巣穴入口を 閉じ る ので巣穴を 発

見し づら い。 成体になる までに約2 年を 要すると 考えら れている 。 本州

と 北海道、 国後島に分布。 生息地は日本海側に多く 鳥取県は南西限。 太

平洋側では茨城県が南限。 国外では知ら れない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市、 江津市、 大田市、 浜田市、 益田市（ 戸田小浜海岸が分布西限）

（ Suzu k i e t a l. 2 0 0 6 ）。 隠岐諸島では確認さ れていない（ おそら く い

ない）。 島根半島の砂浜海岸でも 未確認。

存続を脅かす原因

　 工事や侵食によ る砂浜の消失や海水浴等による砂浜の過度な利用によ

る踏圧、 オフ ロード 車の砂浜への進入が最大の脅威と 考えら れる。 本種

の良好な生息地であっ た江津市浅利海岸には現在数基の風車が建設さ れ

ており 影響が懸念さ れる。

特記事項

　 日本各地の集団のミ ト コンド リアCOI遺伝子による系統解析では鳥取砂丘

から 島根県西部までの集団は他と 異なる一群を形成し 、 かつ、 遺伝的多様

度が高く 、 祖先的な性質を残し ていると 考えら れている（ Tanik aw a  et al. 

2 017 , 谷川 20 21）。 本種の生息には広面積の砂浜が必要である（ 山陰地方

の海岸での解析では幅60m以上、 全長99 0m以上： Suzuk i et al. 2 0 0 6 ） .

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）
●参考文献

Suzuk i, S., Tsu rusa k i, N . a n d  K odam a , Y . (2 0 0 6 ) D istr ib u tion  o f a n  e nd an g ere d  b urrow in g  sp id e r Ly co sa  ish ik a ria n a  in  the  San 'in  Coa st o f H on shu , J a pa n  (A ra ne ae : Ly cosid a e ). 
Ac ta  Ara chno log ica , 5 5 :7 9 -8 6 .
谷川明男(2 0 2 1 ) イ ソ コ モリ グモの高度に多様化し た集団構造. 海洋と 生物, 4 3 : 3 8 -4 2 .
Ta n ik a w a , A ., Sh in k a i, A ., Ta tsu ta , H . &  M iy a sh ita , T . (2 0 1 7 ) H ig h ly  d iv e rsifi e d  p op u la tion  struc tu re  o f th e  sp id e r Ly c osa  ish ik a r ia n a  inha b iting  sa ndy  be a ch  h a b ita ts . Conserv a tio n  
Genetics, 1 9 : 2 5 5 ‒2 6 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南西限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ソ コ モリ グモ
ク モ目コ モリ グモ科

Lyco sa  ish ika rian a  ( S. Sa ito , 1934 )

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 島根県内での生息地が限定さ れる。

概　 　 要

　 体長メ ス1 7 mm内外、 オス7 mm内外。 平地の畑地、 草地、 公園の芝

生など の相対的に柔ら かい土質の地中に1 0 ー3 0 cm程度の巣穴を つく

る。 巣穴の内壁面は細かい糸で裏打ち さ れており 、 地表面の円い巣穴入

口に扉はな い。 雌は年中、 雄（ 島根県で は未確認） は9 ー1 0 月に採集

さ れる。 本州、 四国、 九州、 朝鮮半島、 中国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市、 津和野町、 隠岐の島町。

存続を脅かす原因

　 生息地の地表が高茎の雑草で覆われないよう に、 芝生が維持管理さ れ

るこ と が大切と 考えら れる。

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）

●参考文献

皆木宏明・ 景山純孝（ 2 0 1 2 ） 島根県西部で初記録と なる ワスレナグモ（ ク モ目： ジグモ科） について. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 1 : 6 5 -6 7 .
佐藤隆士・ 和田年史・ 中島ちづる ・ 鶴崎展巨（ 2 0 0 7 ） 新たに確認さ れた鳥取県東部のワスレ ナグモの生息地.　  山陰自然史研究, 3 : 6 -1 0 .
鶴崎展巨（ 2 0 2 6 ） 島根県の真正ク モ類（ ク モガタ 綱ク モ目） . ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 9 : 1 7 3 -2 1 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

準絶滅危惧（ N T ）

ワスレナグモ
ク モ目ジグモ科

Calo m m ata  sig n a ta  Karsch , 1879

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 広域で見つかっ ているが、 どこ でも 個体数は少なく 生息数が減少し た

と 考えら れる 地点も ある（ 松江城）。

概　 　 要

　 体長メ ス1 0 mm内外、 オス7 mm内外。 体は黒紫色。 やや薄暗い神社

境内の石垣や石灯籠、 古木の樹幹のく ぼみなどに片開き の扉をも つ長さ

2 ー3 cmの袋状の住居をつく り 中に潜む。 住居の表面は泥や樹皮砕片で

覆われ発見し づら い。 成体は、 雄は5 ー7 月、 雌は周年みつかる。 分布

は本州（ 南部）、 四国、 九州、 南西諸島。 日本固有種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、 雲南市、 大田市、 奥出雲町、 安来市、 飯南町、 邑南町、 江津

市、 浜田市、 益田市、 隠岐の島町。 やや薄暗い樹林地の石垣、 石段の側

面、 古木の樹幹などに営巣。

存続を脅かす原因

　 神社境内の樹林伐採、 過度の清掃、 石垣のコ ンク リ ート による目張り

などは本種の生息に大き く 影響する。

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）

●参考文献

皆木宏明（ 2 0 1 2 ） 島根県における キノ ボリ ト タ テグモの分布について. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 0 : 3 5 -3 8 .
鶴崎展巨（ 2 0 2 6 ） 島根県の真正ク モ類（ ク モガタ 綱ク モ目） . ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 9 : 1 7 3 -2 1 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

準絶滅危惧（ N T ）

キノ ボリ ト タ テグモ
ク モ目ト タ テグモ科

Co n o th e le  f ra g a ria  ( Dö n itz, 1887)

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 島根半島の西部の一角のみに生息する。 生息地が低地であり 温暖化や

近年の夏季の小雨で生息環境が悪化し ていると 考えら れる。

概　 　 要

　 体長メ ス2 .5 mm、 オス2 .4 mm内外。 林床にシート 網を つく る小型の

ク モ。 体は黒褐色で腹部背面に数個の小白色斑がある。 本類は多く のク

モでみら れる バルーニン グを し ないよ う で、 地理的種分化が顕著で5 0

種以上が知ら れる。 中国地方にはメ スの外部生殖器（ 外雌器） が伸張し

たナガエヤミ サラ グモ種群に属する ヒ バヤミ サラ グモなど数種が側所的

に分布する が（ Iha ra  1 9 9 5 ）、 近年の分子系統解析で島根半島西部の

集団は最近の出雲平野南側の集団（ サイ ト ウヤミ サラ グモ） と は別ク

レ ード であるこ と や生殖器の形態差から 独立種と し て本種が記載さ れた

(N a k a no  e t a l. 2 0 1 7 )。 タ イ プ産地が唯一の既知産地。 島根県固有種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市大社町杵築東。 林床の石下、 朽木下、 落葉落枝下。

存続を脅かす原因

　 宅地開発・ 道路建設などによる森林消失。 温暖化による 夏季の高温と

小雨による林床の乾燥。

（ 執筆者： 井原　 庸、 鶴崎　 展巨）

●参考文献

Ih a ra , Y . (1 9 9 5 ) Ta x o n o m ic  re v is io n  o f th e  lo n g is c a p u s-g ro u p  o f A rc u p h a n te s  (A ra n e a e : L in y p h iid a e ) in  w e ste rn  J a p a n , w ith  a  n o te  o n  th e  c o n c u rr e n t 
d iv e rs ifi c a tion  o f c opu la to ry  o rg a ns  b e tw een  m a le s a nd  fema le s . A c ta  A ra chno log ic a . 4 4  : 1 2 9 -1 5 2 .
N a k a no , T ., Ih a ra , Y ., K uma sa k i, Y ., B a b a , Y . &  Tom ik a w a , K . (2 0 1 7 ) Ev a lu a tion  o f th e  sy stem a tic  sta tu s o f g eo g ra ph ic a l v a r ia tion s in  A rc u p h a n te s  h ib a n u s  
(A ra chn id a : A ra nea e : L in y ph iid a e ), w ith  d e sc rip tion s o f tw o  new  spec ie s . Zoo log ic a l Sc ie nce  3 4 :3 3 1 -3 4 4 .
鶴崎展巨（ 2 0 2 6 ） 島根県の真正ク モ類（ ク モガタ 綱ク モ目） . ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 9 : 1 7 3 -2 1 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 井原　 庸

準絶滅危惧（ N T ）

エンムスビヤミ サラ グモ
ク モ目サラ グモ科

Arcu p h an tes en m u su b i Ih a ra , N akan o  &  Tom ikaw a , 2017

ー ー
準絶滅危惧
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選定理由

　 三瓶山が県内唯一の生息地で、 潜在的に絶滅のおそれがある。

概　 　 要

　 体長1 cm内外の大型でやや短脚のザト ウムシ（ マザト ウムシ亜科）。

体は黒褐色で腹部背面の中央に5 個の短いと げが縦列する 。 明る い草地

や人里周辺の明るい雑木林、タ ケ林などに生息。 幼体越冬で、成体は5 ー

6 月頃に出現。 メ スはオスよ り も 2 ー3 日早く 成体に達する(Tsu rusa k i 

e t a l. 2 0 2 5 )。 栃木県以西の本州、 四国、 九州に散発的に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大田市三瓶山。

存続を脅かす原因

　 管理放棄で林内が暗く なるこ と 。

特記事項

　 本種の生息地は人里周辺の竹林や雑木林に点在し 人為的移入が示唆さ

れる が、 三瓶山は生息地が山地草原である 3 カ 所（ 大分県九重山、 滋賀

県伊吹山） のう ち の一つである。

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）
●参考文献

皆木宏明（ 2 0 2 3 ） 三瓶山室の内にてゴホン ト ゲザト ウムシの多数の死骸を確認. すかし ば, 7 0 : 6 2 .
Tsu ru sa k i, N ., K a w a g uch i, M ., Funa k u ra , Y ., Ma tsumoto , T . (2 0 2 5 ) Rep roduc tiv e  p heno log y  o f a n  op ilio n id  sp ec ie s ma tu r in g  in  e a r ly  sum me r, H im a lp h a la n g iu m  
sp in u la tu m , show in g  e v id e nce  o f p ro tog y ny  (Op ilio ne s: Eupno i: P ha la n g iid a e ). J ou rn a l o f A ra ch no log y , 5 3 : 1 3 -1 9 .
鶴崎展巨・ 永幡嘉之・ 小松　 貴・ 山本一幸・ 加藤貴範・ 渡辺弘之・ 西川喜朗・ 小橋理絵子・ 野嶋宏一・ 山地　 治・ 岡本泰典・ 安達由莉・ 井原　 庸・ 久家光雄・ 中野　 進・ 山内健生・
澤志泰正・ 大生唯統・ 三谷　 進・ 酒井雅博・ 毛利俊樹・ 水本孝志・ 萩野康則・ 廣津敬也・ 山下又幸・ 澤田義弘（ 2 0 2 6 ） 日本国内における ゴホン ト ゲザト ウムシの分布と 記録.　 ホ
シザキグリ ーン財団研究報告, 2 9 : 1 5 7 -1 7 2 . 

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

準絶滅危惧（ N T ）

ゴホント ゲザト ウムシ
ザト ウムシ目マザト ウムシ科

H im a lp h a la n g iu m  sp in u la tu m  ( Ro ew er, 1911)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 島根県内での生息地が限定さ れる。 と く に大橋川や宍道湖北東岸の生

息地はこ こ まで内陸にまで入り 込んだ生息地は他になく 貴重。

概　 　 要

　 体長5 mm内外。 腹部第2 背板上に1 本の短いと げがある（ 島根県では

消失傾向）。 ザト ウムシでは唯一の海岸性の種で道路から 離れ、 砂浜と

海食崖のそろ っ た自然海岸に多い。 また河川感潮域にも 生息地が見ら れ

る。 卵越冬で成体は７ 月上旬頃から 出現。 たいていは年内に死亡。 集合

性が非常に強く 、 昼間は海岸の岩陰などに多数の個体が歩脚を重ねあわ

せて群棲する。 暗く なっ てから 浜辺でフ ナムシなどを食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市大橋川、 宍道湖、 島根半島日本海側、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、

中ノ 島町、 知夫里村）

存続を脅かす原因

　 海岸沿いに道路や防波堤が建設さ れ砂浜海岸と オニヤブソ テツなどが

生える陸側の崖地が分断さ れるこ と 。

特記事項

　 B染色体と 呼ばれる 特殊な染色体を 高頻度にも つ。 鳥取県や山口県川

棚では平均2 ー4 個程度であるこ と がわかっ ている が（ Tsu rusa k i a nd  

Sh ima da  2 0 0 4 ）、 島根県の本土側集団は未調査で。 隠岐諸島では4 ー

8 である （ 鶴崎ら 未発表）。

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）
●参考文献

鶴崎展巨（ 2 0 0 8 ） 宍道湖・ 大橋川における ヒ ト ハリ ザト ウムシ（ ザト ウムシ目カ ワザト ウムシ科） の生息記録. すかし ば, N o . 5 6 , p p . 2 9 -3 1 . 
鶴崎展巨（ 2 0 2 1 ） 海浜性ザト ウムシの外部形態と B染色体数の地理的分化. 海洋と 生物, 4 3 (1 )： 4 3 -4 9 .
鶴崎展巨（ 2 0 2 4 ） ザト ウムシの染色体数の地理変異. 生物の科学　 遺伝， 7 8 ： 5 2 2 -5 2 5 .
Tsu ru sa k i, N . a nd  Sh im a da , T . (2 0 0 4 ) G eog ra ph ic  a nd  sea sona l v a r ia tion s  o f th e  numbe r o f B-ch romosomes a nd  e x te rn a l mo rpho log y  in  P sa th y ro p u s  te n u ip e s  
(A ra chn id a : Op ilio ne s). Cy tog ene tic  a nd  Genom e  Resea rch , 1 0 6 : 3 6 5 -3 7 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ト ハリ ザト ウムシ
ザト ウムシ目カ ワザト ウムシ科

Psa th yro p u s ten u ip e s L. Koch , 1878

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 島根県内での生息地が限定さ れるう え、 近年個体数が減少傾向。

概　 　 要

　 体長 雌雄と も 4 ー5 mm。 ブ ナ帯以上の山地に生息し 成体は7 月上旬

から 9 月頃にかけて樹幹上や草本上で見ら れる 。 オスはオレ ンジ色の体

色でよく 目立ち 、 ふつう メ スより も ずっ と 多く 見つかる 。

九州北部、 中国地方から 関東北部にかけてのブナ帯、 亜高山帯に分布す

るが、 オス生殖器や染色体数などに地理的分化が見ら れる。 島根県で見

つかるのは九州広島型。 日本固有種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大田市三瓶山、 奥出雲町船通山、 吾妻山、 飯南町大万木山、 浜田市金

城町、 津和野町青野山。

存続を脅かす原因

　 近年の温暖化と 夏季の小雨。

（ 執筆者： 鶴崎　 展巨）

●参考文献

Mura k a m i, M ., K ish imo to , K ., Y a m a moto , K ., K oma tsu , H ., Tsu ru sa k i, N . (2 0 2 6 ) Geog ra ph ic  v a r ia tion  in  e x te rn a l mo rpho log y  a nd  k a ry o ty pes  o f Le io b u n u m  
h ira iw a i (Op ilio ne s: Sc le rosom a tid a e ) in  To tto r i P re f. a n d  a d ja cen t a re a s  in  H onshu . A c ta  A ra chno log ic a , （ 印刷中）
鶴崎展巨（ 2 0 0 6 ）島根県のザト ウムシ類： 種のリ スト と 地理変異. pp . 5 5 -7 2 . In :日本生物教育会島根大会実行委員会（ 編）新島根の生物.日本生物教育会島根大会実行委員会（ 出雲市）, 
2 7 4  p p .
Tsu ru sa k i, N . (2 0 0 6 ) Geog ra ph ic  v a r ia tion  o f c h romosomes a nd  som a tic  mo rpho log y  in  th e  p o ly mo rph ic  sp ec ie s Le io b u n u m  h ir a iw a i  (A ra chn id a : Op ilio ne s : 
Sc le rosoma tid a e ). Zoo ta x a , 1 3 2 5 : 1 5 7 -1 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 鶴崎展巨

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ラ イ ワスベザト ウムシ
ザト ウムシ目カ ワザト ウムシ科

Le io b u n u m  h ira iw a i ( Sa to  &  Su zuki, 1939 )

ー ー
準絶滅危惧
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